
様式第２号

計画期間

8,470 t-CO2

8,300 t-CO2

170 t-CO2

2.0 ％削減

温室効果

ガス削減

計画

（別紙も

可）

令和７年度

廃棄物の排出を抑制、節電、燃料使用量の削減を努力する。

社内蛍光灯の約80％はLED化終了したが、残りの20％をLEDに

変更する予定。

令和８年度

顧客減産の影響を想定しているため、排出も削減できる見込

み。また、燃料使用量の抑制を引き続き実施する予定。

令和９年度

顧客増産を想定、生産プロセス効率化による稼働時間及び廃棄

排出量を抑制する予定。

削減計画書

化学工業　使用済み有機溶剤を蒸留精製によるリサイクルする事業

事業所の

所在地

事業所名
東京純薬工業株式会社

◎削減量　　　　　　　　　

◎削減率　　　　　　　　

柏市高田1114番地1

温室効果

ガス排出

量報告

事業所の

主たる

業種及び

事業概要

令和７年度～令和９年度（３ヵ年度）

◎基準年度
(提出年度の前年度のCO2排出量）

◎目標年度

（計画期間の最終年度で目標と

するCO2排出量）

（内訳は別紙１を提出）


